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1. 緒言 

 ホテル・旅館などの宿泊施設は観光産業

において重要な存在である.受動喫煙が身

体に大きな健康被害をもたらすことは事実

となっている.宿泊施設における受動喫煙

対策として制定されているのが,2003 年 5

月より「健康増進法」が施行され宿泊施設

などの公共施設において,管理者が受動喫

煙を防止するための対策に努めるように義

務付けられている.また 2010 年 4 月に神奈

川県で施行された「公共施設における受動

喫煙防止条例」,2012 年 3 月に兵庫県で施

行された「受動喫煙の防止等に関する条例」

がある.しかしこれらには罰則規定がない

ため喫煙可能な宿泊施設が多く受動喫煙に

よって身体に多くの被害をこうむっている

のが現状である. 

 今回の調査では,京都府は国際観光都市

として大きな役目を担っていて,大阪府は

ビジネスマンが多くの利用をすることから,

京都府と大阪府の宿泊施設における受動喫

煙対策の実施状況を調べることを目的とし

た. 

 

2. 研究方法 

 京都府,大阪府における宿泊施設(ホテ

ル・旅館)合計 40施設を対象にアンケート

調査を実施した.アンケートの送付・回収と

もに郵送にて行った.調査票の記載は文書

にて宿泊施設の責任者などに依頼し,質問

紙調査を行った. 

 

 

3. 考察 

京都府・大阪府のホテル・旅館におい

て客室、客室フロアについてはほとんど

が受動喫煙対策を行っていると考えられ

る．そのかわり、宴会場・飲食店におけ

る受動喫煙対策があまりなされていない

ことがわかり、禁煙の宴会場・飲食店を

提供することが必要であると考えられる． 

 

4. まとめ 

 京都府・大阪府のホテル・旅館において

客室,客室フロアについてはほとんどが受

動喫煙対策を行っていると考えられる.そ

のかわり,宴会場・飲食店における受動喫煙

対策があまりなされていないことがわかり,

禁煙の宴会場・飲食店を提供することが必

要であると考えられる. 
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